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　　舗装補修工 1式
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2.現場における問題点

　　　　　　　事故発生のリスクが高くなる。

　　橋面防水工

上部工補修工 1式

　　　本工事は、焼津市の主要道路である国道150号バイパスに架かる梅田川橋の老朽化した伸縮装置の取替と橋面

　の舗装補修を夜間で行う工事でした。

　　　　　①.伸縮装置は過去にも取替を行った形跡があり、夜間での施工と考えられるのでその際に近隣住民の方と騒

　　　　　　　音などによるにトラブルは発生していないか。

　　　　　②.伸縮装置撤去における人力での斫り用ブレーカーによる作業が22：00～1：00であったが、周辺は住宅やア

　　　　　　　パートが多く、住宅までの距離が最短で9.0ｍと近く夜間での騒音等の環境対策が必要であった。

　　　　　③.橋梁台帳等の資料がないため、設計では既設の舗装構成を正しく判別出来ていない。

　　　　　④.交通量の多い主要道路に接しての夜間作業では、通行車両もスピードを出しているため第三者との接触

　　橋面遮水工

　　伸縮装置取替工 1式
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3.現場における問題点への対応策

　　　②騒音等の環境対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【聴き取り調査実施状況】

　　　①地元聞き取り調査の実施

　　　　　　施工箇所から近隣住民宅までの距離が非常に近く、過去に伸縮装置を取替えた形跡があった為、近隣住民

　　　　　から過去の工事での騒音等で不快感を感じたり苦情を出していないか聴き取り調査を実施した。

　　　　　　調査の結果、過去に苦情やトラブルはなく直接お会いして挨拶する事により近隣住民の方達とコミュニケー

　　　　　ションを図ることもでき、苦情もなく工事を施工できた。

　　　　　は16㎝から22㎝と不規則な厚さでありましたが、既設舗装のクラックは浅く損

　　　　　傷も少なかったため切削を10㎝行い基層・表層各5㎝計10㎝の施工とした。

　　　　　　人力での斫り用ブレーカーやコンク

　　　　　リート・舗装版の切断作業時に発生す

　　　　　る騒音を低減させるために防音フェンス

　　　　　と防音パネルを使用した。

　　　　　　斫り作業では防音フェンスと防音パネ

　　　　　ルを併用して使用する事により約20%の

　　　　　騒音を削減をすることができ、斫り作業

　　　　　【スーパータックゾールS散布状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【乳剤残布量試験　1.0L/㎡散布】

　　　　　時のコンクリート飛散防止措置にも利用

　　　　　する事ができた。

　　　③既設舗装の厚さの調査

　　　　　　当初設計では橋桁の上に基層・表層各5㎝計10㎝であったが調査結果で

　　　　　　また、既設舗装を一部残しての切削としたため、橋面防水工が施工できませんでした。そのため代替工法を検

　　　　　討し熱融着型改質アスファルト乳剤を用いた遮水工法を提案し施工した。

工事箇所

【防音フェンス】

【防音パネル】

【騒音測定状況】



　【熱融着型改質アスファルト乳剤を用いた遮水工法　スーパータックゾールS】

　【遮水機能の評価方法】

　評価方法としては透水係数を使用する（数値が低いほど水密性が良い）

　・粗粒度アスファルト混合物：10⁻⁴㎝/s→透水性が低い

　・密粒度アスファルト混合物：10⁻⁵㎝/s→透水性が非常に低い

　・細粒度アスファルト混合物：10⁻⁶㎝/s→透水性が非常に低い

　・水利用表層混合物：10⁻⁷㎝/s→不透水

　このことから、遮水の目安として防水機能を付加する場合は水利用

　アスファルト混合物の10⁻⁷㎝/sが必要である。

　　スーパータックゾールSはタックコートとして0.8L/㎡以上散布することに

　より透水係数が10⁻⁶㎝/s以上となり不透水の目安である10⁻⁷に近い値を示

　しており、このことから今回の代替工法に提案しました。

　　また、散布後即分解（5分以内）するため、養生時間は殆ど不要であ

　りタイヤに付着しにくい為、施工車両が侵入してもタックコートが乱され

　にくいので、遮水性が確保されるとともに、層構造の一体化や周辺道路

④交通量が多い道路での第三者との接触事故防止対策

　の汚れ防止が図れます。

　を1km先から行い、工事の予告看板は大型のものを施工の2週間前から設置して通行車両に周知した。

　　また、規制看板は夜間の車の走行中でも遠くから看板の存在に気づきやすい高輝度反射材を使用しました。

　　通行車両に工事施工をいち早く察知してもらうためにカラーコーンにはLED横型スクロール式の擬似同期点灯方

　式のコーンライトやLED矢印板など視認性の高いものを使用した。

　　施工箇所は交差点に近く、スピードを出したまま通過する車両が多く見うけられたので工事看板による注意喚起

スーパータックゾールS 散布量ℓ/㎡

【乳剤散布と透水係数の関係】



4.終わりに

　　現場の問題点や課題について施工検討会を何度も実施したことにより、多くの意見を基に効果のある工夫と対策を行

　　今回は主要道路での夜間工事でしたが、地元とのコミニュケーションを良好に保つことができた結果、工事期間中の

　いきたいと思います。

　う事ができました。

　交通規制による苦情発生、交通事故もなく無事故で施工できました。これからも地域優先、安全優先で現場を管理して

【着 手 前】 【完 成】


